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鹿児島市大峯におけるポーリングコア中の

火砕流堆積物について

宮地 六 美

The pyroclastic flow deposits in a boring core from 

Omine-machi, Kagoshima City, Kyushu 

Mutsumi MIY ACHI 

Abstract 

Seven pyroclastic flow deposits (Omine pyroclastic flows 1 to 7) have been found 

in a 250'-meter boring core from Omine-machi, Kagoshima City. The results of the 

petrographic study are as follows. Omine 1 is identifiable with the Goino pyroclastic 

flow deposit (TANEDA & MrYACHI, 1969). Omine 2 is not correlative with any other 

pyroclastic flows in southern Kyushu. Omine 3 is characterized by the presence of 

phenocrystic hornblende. It is, therefore, correlative with pyroclastic flow 3 interbedded 

with the lower member of Nagano Formation. Omines 4 and 5 contain biotite pheno-

crysts characteristically. These two pyroclastic flows are, therefore, correlative with 
the upper member of the Nagano Formation which is also characlerized by lhe presence 

of biotite. Omines 6 and 7 are identifiable with the Upper Kakuto pyroclastic flow 

deposit and the Aira II pyroclastic flow deposit, respectively. 

Each pyroclastic flow deposits mentioned above will fill the role of a valuable 

key bed in compiling the Quaternary geologic history of southern Kyushu. Omines 1 to 

5 are particularly important in defining the volcanic activities of the early Pleistocene age 

in Kyushu. 

I. まえが き

一般に火砕流堆積物は短期間に広大な分布面積を占

めて堆積するので，火山層序学上の鍵閤として役に立

つことが多いが，火砕流が持っている欠点もある．そ

の1つには，火砕流は谷などの低地を流下するため，

谷壁を作っている既存の岩石， とくにすでに堆積して

いる古い火砕流などと接している場合は急角度で接し

ているため層序上の上下関係の確認がむつかしいとい

うことがある．また火砕流の岩相の変化は非常に著し

いので，その認定において露頭における肉眼的観察だ

けでは主観が入りやすく誤認の恐れもある．

ところで，ボーリングコア中に伺枚かの火砕流が入

っていた場合は，それらの堆積順序ははっきりしてい

1979年7月2日受理

日本火山学会1975年秋季大会 (1975年10月，川渡共同セミナーハウ

ス）で講演

るので，層序上の認定を誤ることはまずない． したが

って 1本のボーリングコアでも，多くの火砕流が揃っ

て堆積している場合は，それらの岩相や構成鉱物を記

載しておけば，その地域の火山層序を明らかにするの

に非常に役立つ．第2の火砕流の認定については，筆

者は火砕流中の主成分鉱物の光学的諸性質および副成

分ジルコンの品癖や群色などを利用して火砕流を同定

してきた．南九州の多くの火砕流について， これらの

構成鉱物を詳しく調べてみると，それぞれの火砕流に

は，構成鉱物の組み合わせや各鉱物種の光学的性質に

もそれぞれ特徴があって，これらの諸性質をうまく利

用すれば，火砕流を比較的簡単に同定できる．

また，筆者は今まで，南九州の“前期更新世火砕流”

に注目して，鹿児島市五位野（種子田•宮地， 1969),

鹿児島県出水市（宮地， 1972). 同県八重山周辺（宮

地•宮地， 1975), 熊本県人吉盆地（宮地， 1978) な

どの地域を調査し，この時代の噴出と思われる火砕流
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122 宮地六芙

が見つかるたびにそれらを記載してきた．そして南九

州の大規模火砕流の噴出時期は更新世後期だけではな

く，その前にも激しく活動した時期があり，これらは

今後南九州の新生代火山活動史を考える上で極めて重

要であることを指摘した

一方，北• 西部九州の火山活動について松本は，更

新世前期には“豊肥火山活動"という非常に火山活動

の活発な時期があって，その規模は分布範囲や噴出物

の量などより，日本最大級の活動であることを指摘し

ている（松本， 1963;1979). そして豊肥火山活動の

初期には，大分胴群， 日田層，駅館川層，ロノ津贋群

巾に見られるように，やはり大量の火砕流を噴出する

ような火山活動があったことを述べている．

この論文は，鹿児島市大峯でなされた深度 250mの

ボーリングコア中の 7枚の火砕流の記載に過ぎないが，

それらは南九州の火山層序を確立する上で重要である

というだけではなく，それらの 1部のものは日本列島

の前期更新世火砕流 ("100万年火砕流")の研究に関

して，今後大きい問題に発展すると考えている．

この研究に当り，川崎地質株式会社からはボーリン

グ試料の提供を受けたまた同社渡辺芳巡氏，国際航

業株式会社田代信夫氏には，ボーリング試料鑑定に関

していろいろ有益な御教示をいただいた．厚く感謝す

る．

II. ボーリングコアの記載

第 1表，第 1図にボーリング柱状図を示す．海抜35

mの地点から堀削しているが，上部から21.0mまでは

礫，軽石まじり砂であって塊状のコアとして採取でき

ていない． これはいわゆる‘‘シラス屑”を水洗いした

ょうな岩相であって，筆者の姶良火砕流I1に相当する．

構成鉱物も姶良I1とよく一致する．

Table 1 Core descriptions and correlations for the Omine pyroclastic flow deposits 

Depth 
Rock name 

Thickness 
Correlation 

Age 
(m) (m) (m. y.) 

sand Omine (7) 56 Aira p. f. II 0. 016 -0. 022 
21.00 

luff breccia 
25.00 

welded tuff 
Omine(6) j b 40.25・ ----------------. ------------- 30 Kakuto p. f. Upper 0.063 -0.082 

sand a 
54.80 

tuffaceous silt 
Oyamada Formation 

gravel 
56.00 

sand Kakuto p. f. Lower? 0.11 
59.00 

tuffaceous silt 
70.00 

Kogashira Formation tuffaceous sand 

gravel 
72.10 

tuff Omine (5) 2 Upper p. f. 1.0 
74.00 

tuffaceous silt 
-~ § 

gravel 且0. 
77.00 ~ ;::i 

welded tuff Omine (4) 8 
84.80 に

sand . gravel 
89.00 

畠切"' welded tuff Omine (3) 23 p. f. (3) 1.0-1.2 
112.30 

welded tuff Omine (2) 49 
z 匂

160.80 ぎ
tuff 

,... 
l Kekura F. 164. 00 

conglomerate 
166.50 

welded tuff Omine (1) 59 Goino p. f. 1.4 
224.90 

tuff breccia 
242.00 

two pyroxene 

andesite 
245.00 

clays late Shim anto Group 
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Fig. 1. Lithologic column of the core ex-

tracted from Omine-machi, Kago-

shima City 

姶良nの下位は褐色の凝灰岩および凝灰角礫岩が層

厚 4mあるが，その下位には厚さ約30m(J)灰白色の火

砕流がくる． この火砕流の上邪15m(6)-bは中溶結

であるが，下半部15m(6)-aは砂として上ってきて

おり‘‘塊り"として採取できていない．これはいわゆ

る“シラス様砂"(J)外観を呈する最下部2mはやや

粗粒であって，軽石片 (5cm大以下）や結晶質物質に

富み，軽石凝灰質砂岩様岩相である．火砕流 (6) の

構成鉱物について述べると，斜長石以外の造岩鉱物は

非常に少量で，僅かの紫蘇輝石，普通角閃石が入って

いるに過ぎない．

火砕流 (6) の下位は層厚 1.2mの黄褐色凝灰質シ

ルトがあって，さらにその下位には 3mの粗粒砂がく

る．非溶結の火砕流は砂として上ってくるので，この

砂層も火砕流の可能性もあるが，今のところ火砕流で

あるかどうかはっきりと言えない． しかし構成鉱物を

検討したところ，火山ガラス n= 1. 495-1. 499, 余斗長

石 n,min = 1. 545, 紫蘇輝石 r= 1. 703-L 707, 普

通角閃石 Ilz= 1. 665-1. 670であって，加久藤火砕流

下部唇（宮地， 1978) とよく合うのでその可能性もあ

る．層序上からも都合がよい．

59mから72.lmまでは暗青灰色凝灰質シルト岩であ

って，中に 2-5cm大の白色軽石や炭質物，殻が薄い

二枚貝などが入っている. 70m付近は少し目が粗くな

り凝灰質砂岩といった方がよい．最下邪では円礫10個

採取している． これらの堆稽層は岩相より河頭屑と対

比できるという（田代の談話による）．

72mから74mの間は，火砕流 (5) としたものがくる．

黄灰白色で白色軽石 1-Scm大のものを含む．溶結で

はなくしまって堅い程度で水中堆積物と思われる．構

成鉱物としておもなものは，斜長石，普通角閃石であ

るが，黒雲母，石英，紫蘇輝石なども少量含まれてい

る．火砕流 (5) の下位は灰白色凝灰質シルトが 3m

あって， その最下部からやはり円礫が上っている．

77.0mから84.8mまでは火砕流 (4) としたものか挟

まっている．層厚約 8m, 暗灰色弱溶結で5cm大の白

色軽石を多く含む特徴的鉱物は黒璽母であって，黒

雲母は石禁に相当する部分にも白色軽石中にも多く含

まれている黒雲母以外の苦鉄質鉱物は普通角閃石と

少量の紫蘇輝石，普通輝石が入っている．下位は厚さ

4m0)砂礫暦があって，火砕流 (3) がくる．

火砕流 (3) は層厚23mであって，暗灰色～黒灰色

弱溶結である．軽石片は 1cm大以下で比較的少ない．

構成鉱物は普通角閃石が特徴的であって，その他は斜

長石，紫蘇輝石，普通輝石が含まれている 23.3mの

ところで漸移して火砕流 (2) と接している．

火砕流 (2) は桃灰色～褐色で厚さ48.5mである．

白色軽石は 1~5cm大のものを含み，その岩相はいわ

ゆる“赤シラス様”である．構成鉱物は斜長石がおも

なもので，苦鉄鉱物は非常に僅かである．ごく少量の

紫蘇輝石，普通輝石，普通角閃石を含む．中下部の白

色軽石片は0.5~ 1 cm大と小さいが， 最下部 2mは5

~6cm大と大きくなり角ばったものが多くなる最下

位は僅かに分級作用のあとが認められ，下位の疑灰岩

とは漸移している．

この火砕流の下位には賠褐色凝灰岩が約 3mきて，

さらに層厚 2.5mの礫岩層がくる． この中には殻が厚

い大型の貝化石を豊富に含んでいて，田代によると花
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Table 2 Refractive in出cesfor the constituent minerals of Omine pyroclastic flow deposits 

Name 
Depth Glass P lagioclase !lypersthenc Hornblende 

(m) 11 n1 mu1. Y n, 

゜
1.496 -1.498 1.546 1. 726 -1. 729 none 

171 
7 -21 1.496 -1.498 1.543 1. 725 -1. 729 ’’ 

16)-b 30 1.496 -1.497 1.546 1. 718 -1. 724 ’’ 
16)-a 50 1.499-1.500 1.546 1.718-1.724 1.669 -1.687 

(51 73 1.496 -1.499 1.545 1. 704 -1 . 708 1 . 663 -1. 670 

翌
(41 

80 1.501-1.504 1.546 1. 704 -1. 709 1. 678 -1. 684 
・E -

゜
84 1. 501 -1. 505 1.546 1.708 1.677 -1.683 

(31 
89.5 1.495 -1. 500 1.546 1. 705 -1. 709 1. 671 -1. 676 

101 1.494 -1.498 1.546 1. 705 -1. 709 1.671 -1. 675 

(21 
130 1. 500 -1. 501 I 1.546 none 1.677-1.684 

150 1.500 -1.501 1.545 1. 712-1. 716 1. 676 -1. 681 

(11 200 ＊ 1.543 1. 711 -1. 714 rare 

Aira 11 1.496 -1.503 1.545-1.550 1.725-1.729 1.671 

~ Q. 

lnuzako n. d. 11.544-1.545 1. 714 -1. 723 1 676 -1. 692 

s Kokubu 1.496 -1 .497 1.546-1.548 1.718-1.725 1.687 -1.688 

呈"' 
二 Hitoyoshi 1.496-1.501 1. 546 -1. 550 1.720-1.724 1.686 
... :,,: 

Sh1mokado ＊＊ " 1. 499 -1. 501 1. 546 -1. 550 1.711-1.715 1.670 -1. 673 
告
.....1 Hitoyoshi 1.498 1.548 -1. 図9 1.705-1. 708 1. 668 -1. 674 

Upper p. f. 1.497 -1.498 1.545 1. 706 1.669 

［"' に
z p. f. 131 1. 497 -1 . 501 1. 543 -1. 546 1. 705 -1. 707 1. 673 -1. 677 

g Goino ＊ 1. 543 -1. 546 1. 709 -1. 713 none 

・゚-
゜

Izumi A 1.499 -1.503 

* Glass is suffered by devitrificat1011. 
**Taken from YAMAGUCHI, 1938. 

臼眉に対比できるという．

166. 5mから224.9mまでの58.4mは火砕流 (1) と

したもので，上部は黄灰色～青灰色，下部になると暗

灰色～暗緑灰色にかわる．火砕流全体がよく溶結し，

強溶結であるが，最上部は風化のため‘‘凝灰岩風化様”

岩相を示す． この火砕流の肉眼的特徴は，斜長石斑晶

が大きく，かつ多量で，一見安山岩様にみえることで

ある．苦鉄質鉱物は紫蘇輝石，普通輝石であるが，ど

ちらも変質が著しく緑泥石化している．ジルコンの群

色は dullrose pinkを示す. 224. 9mから層厚約 17

mは，陪灰色の凝灰角礫岩であって， さらにその下位

に厚さ 3mの黒色両輝石安山岩が， 245.Omから下位

は四万十屈群に属する砂岩・粘板岩になる．

I[[. 火砕流の対比

種子田・宮地 (1969) は鹿児島市五位野地域におい

て，それまでは阿多火砕流（太田， 1964) と考えられ

ていた火砕流の巾で，構成鉱物の特徴が阿多とは異な

1.543 1.713 -1. 714 1.691 

っていること， とくに副成分ジルコンの群色が dull

rose pink* を示すことから，地表では阿多との上下

関係は不明確であったが，阿多より古い火砕流の存在

を報告し，それに五位野火砕流と命名した．大案のコ

アでは 7枚の火砕流のうちで，最下位に位磁している

ものが岩相，構成鉱物の屈折率，ジルコンの群色など

からみて五位野火砕流とよく一致している． したがっ

て大峯火砕流 (1) は五位野火砕流と同定してよい．

なお鹿児島市周辺地域以外では，出水市出水層中のA

火砕流（宮地， 1972), 阿久根市阿久根火砕流 (1)

（宮地，未発表），垂水市脇登付近に露出するものなど

がこの火砕流である．その分布範囲をみると，鹿児島

＊鮮新世中鳥屈（冨田， 1928)および三朝閤即（福岡

ら， 1969) 中の流紋岩のジルコンの群色 dullrose 

pink と対比し， 五位野火砕流の噴出年代は鮮新棋と

したが， その後， 西村・宮地 (1976) によって， 五

位野火砕流のジルコンのフィッショントラック年代は

140万年という値が出されている．
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県北部の出水，阿久根，西方付近一帯から鹿児島市西

南部一帯に，さらに垂水市付近にわたって広範囲の分

布而積を占め，またその平均暦厚は約50mであって，

相当に大規模の火砕流であったと考えられ， “削期更

新世火砕流”の研究に最も重要な火砕流の 1つである．

層序的には四万十層群の上を直接被うか，あるいは鮮

新供の輝石安山岩，角閃石安山岩を被い，そして肥薩

火山岩＊や花倉層などに被われる．ジルコンのフィッ

ショントラック年代は五位野火砕流で140万年，出水

層A火砕流で130万年という値が出されている（西村

• 宮地， 1973;1976). 

大峯火砕流 (2) は現在のところ，南九州でどの火

砕流と対比できるかわからない． しかし居序上の位置

としては，八璽山地域の永野暦下部囮（宮地・宮地，

1975) とほぼ同時代とみてよいと考えている．

大峯火砕流 (3) は永野眉下部層の火砕流 (3) と

岩相，構成鉱物ともによく一致しているので同定して

よいように思われる． しかし永野層全体の拡がりなど

はまだよくわかっていないので若干の疑問は残されて

いる．永野層下部厨火砕流 (3)の年代は100-120万

年（ジルコンのフィッショントラック年代，西村・宮

地， 1976)である．

大峯火砕流 (4) については，特徴的鉱物は黒雲母

である．永野屈上部屈火砕流も黒雲母を含んでいたの

て詞定てきると都合がよいが，火山ガラスと普通角閃

石の屈折率に差があるので同一 flow とするわけには

いかないように思われる． しかし深度59.0mから89.0

mまでのどの地層にも黒雲母を含んでいるので，火砕

流同定はできないにしても，地屈全体としては対比し

てもよいと思う．永野屈上部火砕流はむしろ大峯火砕

流 (5) と構成鉱物は一致している．ただし (5) は

黒雲母は含有景においては普通角閃石より小である．

永野居上部屈の年代は 100万年である（西村・宮地，

1976). 

大峯火砕流 (6) は，この付近で犬迫火砕流（大木

ら， 1970) と呼ばれているものに岩相，構成鉱物が一

致する．またこの火砕流は鹿児島市周辺以外の地域で

は筆者が加久藤火砕流上部層（宮地， 1978) と呼んで

いるものと同じと思われる．

大峯火砕流 (7) はいうまでもなく，姶良火砕流JI

(MIY ACHI, 1971)であって，構成鉱物を検討した結

果もよく一致している．

＊松本は肥薩火山岩類を北中部九州の豊肥火山岩類と

対比している（松本， 1979).

N. まとめ

鹿児島市大峯におけるボーリングコアを検討したと

ころ，つぎのことが明らかにされた．

1. このコアには，花倉圏の下位に 1枚（大峯火砕

流(1)), 花倉層と河頭府の間に 4枚（大峯火砕流(2),

(3), (4), (5)), 小山田相当層より上位に 2枚（大峯火

砕流(6), (7)) 計 7枚の火砕流堆積物が存在し，各火砕

流は南九州の更新世の地史を明らかにするさいよい鍵

岡になると思われる．

2. 大峯火砕流(1)は岩相，構成鉱物の屈折率，ジル

コンの群色より五位野火砕流に同定される．五位野地

域では層序関係において若干の疑問が残されていたが，

このコアでは予想通り最下位に発見され，その問題は

解決した．分布範囲はかなり広く，今後“前期更新世

火砕流"の研究上最も重要になってくるものと思われ

る．

3. 大峯火砕流(2)は南九州で今まで報告されたもの

のいずれとも同定できない．今回新しく発見されたも

のである．

4. 大峯火砕流(3)は普通角閃石を特徴とし，永野層

下部層火砕流 3に対比され，また大峯火砕流(4), (5)は

黒雲母を特徴とし，永野層上部層に対比できる．

5. 大峯火砕流(1)~(5)は，今後九州の“前期更新世"

の火山活動を明らかにするのに非常に重要になってく

ると思われる．

6. 大峯火砕流(6)は加久藤火砕流上部層に，また(7)

は姶良火砕流Ilに同定される．
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